






科に進まれ，修士課程および博士課程を経て，1986 年 4 月に早稲田大学商学部専任講
師として嘱任されました。その後，88 年助教授，94 年教授に昇任され，35 年の長きに
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あります。私は 10 年以上にわたって学芸会の幹事を務めてきましたが，毎年 11 月国立
劇場で上演される歌舞伎の席で先生にお目にかかってきました。とても多趣味の先生で
あるといえます。また，愛犬のコロすけくんが亡くなった折には，年末に喪中のはがき
を頂戴しました。ここから，家族の一員としてコロすけくんに接し，どれだけ大切に思
われていたのか，先生の慈しみの心がどこに由来するものか，をうかがい知ることがで
きました。
　小澤先生がご定年を迎えることに寂しさを感じるのは私だけではないでしょう。先生
が早稲田に着任されたときに私は学部学生として先生に接し，いまは学部長として先生
をお送りしようとしています。先生との触れ合いを思い起こすと，35 年の時間の経過
のみならず，不思議な因縁を感じざるを得ません。
　先生のご退職後，後に残されたわれわれは不安でいっぱいですが，先生の大学や学部
に対する思いを心に刻み，前進あるのみと考えています。先生の早稲田大学とりわけ商
学部に対するご貢献に心から感謝を申し上げます。これからも年に 1回，国立劇場でお
目にかかる機会があるものと思われますが，いつまでもご健康に留意され，お元気に過
ごされることを祈念いたします。
95小澤悦夫先生をお送りするにあたって
227
　小澤先生，長きにわたり，ありがとうございました。
 早稲田大学商学部長　　
 早稲田商学同攻会会長　
 横山　将義　
